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１．さっぽろ医療計画の概要
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医療法に基づく「医療計画」

出典：第8次医療計画に関する
検討会資料

出典：第8次医療計画に関する
検討会資料



「北海道医療計画」と「さっぽろ医療計画」
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北海道医療計画

医療法に基づき、北海道において策定が義務付け

さっぽろ医療計画

医療法における策定義務はないが、「北海道医療計画」の基本的な方向性

に沿った上で、札幌市の医療の現状等に基づき、札幌市において独自に策定

※2012年度から策定。現在は２期目の計画期間中（さっぽろ医療計画2018）

都市像

基本目標

施策

中期実施計画

アクションプラン

ビ
ジ
ョ
ン
編

戦
略
編

札幌市の最上位の総合計画である

「札幌市まちづくり戦略ビジョン」の

基本的な方向性に沿った医療分野の

個別計画として位置づけ。

※第２次札幌市まちづくり戦略ビジョン
（2022年～2031年）を策定中

総合計画
（まちづくり戦略ビジョン）

さっぽろ医療計画

個別計画

戦略ビジョンの基本
的な方向に沿って策
定



さっぽろ医療計画2024（次期計画）

さっぽろ医療計画2018（現行計画）
■ 計画期間
2018年度（H30年度）～2023年度（R5年度）（6年間）

■ 基本理念（長期的目標）
市民が生涯を通して健康で安心して暮らせる社会の実現に向けた

医療・保健システムの確立

現行の取組の成果や新たな課題を反映し、
2023年度中に次期計画を策定

（仮称）

現行計画と次期計画

■ 計画期間
2024年度（R6年度）～2029年度（R11年度）（6年間）
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「さっぽろ医療計画2024」の検討体制

札幌市

札幌市保健所運営協議会

①さっぽろ医療計画2024（案）の
策定について諮問

②さっぽろ医療計画2024（案）の
策定に向けた下部組織として設置

さっぽろ医療計画2024策定委員会

新興・再興感染症
ワーキンググループ

在宅医療
ワーキンググループ

札幌市救急医療体制
検討委員会／小委員会

③特に集中的な審議が必要な項目に
ついて検討するためワーキング
グループを設置

④報告

⑤報告

⑥答申
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「さっぽろ医療計画2024」の骨子（案）
第１章 計画の策定にあたって

第2章 札幌市の医療の現状等と課題

第３章 基本理念と基本目標

第４章 主要な疾病ごとの医療連携体制の構築

第６章 医療従事者の確保と勤務環境の改善

第７章 医療安全確保と医療に関する相互理解の促進

第８章 保健医療施策の推進

第９章 基本目標・基本施策に基づく取組一覧

第10章 計画の推進体制と進行管理

１－１ 計画策定の趣旨と位置づけ
１－２ 計画の期間

２－１ 札幌市の医療の現状等と課題
２－２ これまでの取組と課題
２－３ 課題の整理

３－１ 基本理念（長期的目標）
３－２ 基本目標
【基本目標１】誰もが安心して暮らせる地域医療体制の整備
【基本目標２】地域で共に支えあう医療体制の整備
【基本目標３】医療提供者と市民との情報共有・相互理解の

促進
【基本目標４】市民の健康力・予防力の向上

４－１ ５疾病に関する現状
(1) がん (2) 脳卒中 (3) 心筋梗塞等の心血管疾患
(4) 糖尿病 (5) 精神疾患（認知症を含む）
４－２ ５疾病に関する課題・施策の方向性
４－３ ５疾病にかんする主な取組例

第５章 主要な事業ごとの医療連携体制の構築

５－１ 救急医療
５－２ 災害医療
５－３ 周産期医療
５－４ 小児医療
５－５ 在宅医療

５－６ 新興感染症の感染拡大時における医療

６－１ 医療従事者の確保
６－２ 医療従事者の勤務環境の改善

７－１ 医療案円対策の推進
７－２ 医薬品等の安全対策
７－３ 医療機能に関する情報提供と相互理解の促進
７－４ 医療ＤＸによるスマート医療の推進

８－１ 感染症対策
(1) 感染症対策 (2) エイズ・性感染症対策 (3) ウイルス性肝炎
(4) 結核 (5) 新興・再興感染症対策
８－２ 難病対策
８－３ 献血・臓器移植等の普及啓発
８－４ 危険ドラッグ等の薬物乱用防止対策
８－５ 歯科保健医療対策

１０－１ 計画の推進体制
１０－２ 計画の進行管理
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本ワーキンググループにおいて内容を検討



2．医療計画と感染症予防計画
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次期医療計画策定にかかる国の指針
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感染症法の改正（概要）
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感染症法の改正（医療措置協定）
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感染症法の改正（予防計画の記載事項）



「予防計画」と「医療計画」の関係
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北海道医療計画
（根拠法令：医療法第30条の4）

道・市の医療計画と感染症予防計画の関係性（イメージ）
北海道感染症予防計画

（感染症法：第10条第1項）

目的：地域の実情に応じた医療提供体制の確保

主な記載事項：
・医療圏の設定、基準病床数の算定
・地域医療構想
・５疾病６事業及び在宅医療にかかる医療連携体制
・医療従事者の確保
・医療の安全の確保
・外来医療にかかる医療提供体制の確保 など

R6.4から新興感染症発生・まん延時における医療が追加

＜求められる医療機能＞
①入院（病床確保）
②発熱外来（疑似症患者等の診療）
③自宅療養者等への医療提供
④後方支援
⑤医療人材の派遣

目的：感染症の予防のための施策の実施

主な記載事項：
・感染症の発生の予防・まん延の防止のための施策
・医療提供体制の確保
・検査体制
・宿泊療養・自宅療養体制の確保
・保健所の体制整備 など

R6.4から連携機関との協定締結、数値目標等が追加

道

市

道

市
さっぽろ医療計画

（法令等に基づかない独自の計画）

＜体制整備の数値目標の例＞
①協定締結医療機関（入院）の確保病床数
②協定締結医療機関（発熱外来）の医療機関数
③協定締結医療機関（自宅・宿泊施設・高齢者施設
での療養者等への医療の提供）の医療機関数

④協定締結医療機関（後方支援）の医療機関数
⑤協定締結医療機関（医療人材）の確保数

札幌市感染症予防計画
（感染症法：第10条第14項※）

※R6.4より新たに保健所設置市でも策定が義務付け

主な記載事項：
・感染症の発生の予防・まん延の防止のための施策
・検査体制
・宿泊療養・自宅療養体制の確保
・保健所の体制整備 など

※「医療提供体制の確保」については法定範囲外 15

整合性

道の計画に即して策定

整合性

基本的方針に沿って策定

主な記載事項：
・５疾病６事業及び在宅医療にかかる医療連携体制
・医療従事者の確保
・医療の安全の確保 など

市



・「北海道感染症予防計画」に基づき、以下の項目について

北海道が数値目標を定め、医療機関と協定を締結することが

法定化。（「北海道医療計画」もこれに準拠して策定）

さっぽろ医療計画について（基本方針）

①入院（病床確保）
②発熱外来（疑似症患者の診療）
③自宅療養者等への医療の提供
④後方支援
⑤医療人材の派遣
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・「さっぽろ医療計画2024」においては、当該項目について

北海道の計画を参考に記載することとし、①～⑤に関連する

協定締結医療機関の確保病床数等は、参考指標※とする。

※現況把握のためデータは収集するが、数値目標等は設定しない。

協議事項



３．新興感染症発生・まん延時の
医療提供体制（医療措置協定）
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①入院（病床確保）
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既
存

第一種感染症指定医療機関

一類感染症、二類感染症または新型インフルエンザ等感染症の
患者等の入院医療を担当

第二種感染症指定医療機関

二類感染症または新型インフルエンザ等感染症の患者等の入院医
療を担当

新
設

第一種協定指定医療機関

新型インフルエンザ等感染症、指定感染症の患者または新感染症
の所見がある者の入院医療を担当
（感染症指定医療機関の場合は、感染症病床以外での対応）

◆新興感染症発生時の入院に対応する医療機関の区分



（参考）感染症の分類について

R5.5.8から5類に移行

第一種感染症指定医療機関

第二種感染症指定医療機関

第一種協定指定医療機関

第一種感染症指定医療機関

第二種感染症指定医療機関

＋

で入院対応

で入院対応

で入院対応

※新感染症は、特定感染症指定
医療機関（全国に４か所）で
発生早期対応

（発生早期）

（流行初期以降）

第一種感染症指定医療機関

19



有事における医療提供のイメージ
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②発熱外来及び③自宅療養者への医療提供

新
設

第二種協定指定医療機関

①新興感染症の発熱外来を担当
②自宅療養者等（高齢者施設等の入居者を含む）に対する医療提供※
を担当

※病院・診療所等における往診やオンライン診療のほか、薬局による医薬品の配送等や
訪問看護ステーションによる訪問看護も協定の対象
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通常医療の確保のための後方支援として、

①特に流行初期の感染症患者以外の患者の受入

②感染症から回復後の入院が必要な患者の転院の

受入

を行う医療機関と協定を締結

④後方支援体制
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・あらかじめ準備をし、迅速かつ一定規模以上の人材

派遣を実施

・都道府県内での派遣に加え、ひっ迫する他の都道府

県への派遣も可能

⑤医療人材の派遣
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４．札幌市独自の取組
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コロナ対応における札幌市独自の取組

•入院待機ステーション

救急医療への負荷を軽減するため、

救急患者の一時的な受入及び酸素

吸入等の処置を実施

•休日臨時小児外来

市有地に設置したプレハブにおいて

ドライブスルー形式で小児科の休日
診療（コロナ・インフルの同時検査）

を実施
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さっぽろ医療計画について（独自の取組）

・感染症予防計画等で規定されていない事項に係る

札幌市独自の取組の実施を想定して、あらかじめ

医療機関・民間企業等との連携体制を構築するこ

とができる旨を規定

協議事項
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＜独自の取組に係る連携の例（想定）＞

・入院待機ステーションの運用にあたって施設・設備等の

提供および医療従事者等の派遣

・臨時的な外来医療機関等の開設にあたっての場所・施設・

設備等の提供および医療従事者等の派遣



５．今後の進め方
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さっぽろ医療計画 北海道医療計画 北海道感染症予防計画

R5.5月 ○第2回在宅医療WG ○第2回会議

6月 ○第2回策定委員会
○第2回災害WG

○第1回会議
・全体スケジュール

7月 ○第3回策定委員会 ○第4回会議
・計画骨子

○第2回会議
・計画骨子（案）等

8月 ○第3回在宅医療WG
○第3回災害WG
○新興感染症WG（本日）

○第5回会議
・医療計画総体

○第3回会議
・計画たたき台等

9月 ○第4回策定委員会
・6事業についての素案
○第5回策定委員会
・計画案（全体）の答申

○第6回会議
・計画素案（たたき台）

10月 ○保健所運営協議会
・計画（案）について札幌市へ答申

○第7回会議
・計画素案

○第4回会議
・計画素案等

11月

12月～
R6.1月

パブリックコメント パブリックコメント パブリックコメント

2月 ○第8回会議 ○第5回会議

3月 計画策定・公表 計画策定・公表 計画策定・公表
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各計画の策定スケジュール

北
海
道
計
画
に
準
拠
し
て
記
載
内
容
を
調
整



•本ＷＧ（今回）おいて、「さっぽろ医療計画2024」

における記載内容の方向性については決定。

•具体的な記載内容については、北海道の感染症予防

計画等に準拠するが北海道における計画素案の完成

が本市における諮問等の時期までには間に合わない

ため、骨子（案）で策定委員会等に諮問。

•北海道における計画素案の完成にあわせて、適宜、
内容を調整する。

•骨子（案）および道の計画を反映した案について、
本ＷＧの委員に書面等により共有。

協議事項
今後の進め方について
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